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2.研 究 のね らい ・目的

研究代表者である高谷 は、世界は固有な性質を もっいくっかの地理的単位からな ると考え、

「世界単位」の概念を提出 した。 これは生態を基盤 とす る 「風土」、人間の物質的 ・精神的営

為の歴史的集積である 「文化」、統合装置あるいは紐帯 としての 「政治」、こういった異なる ・

次元の概念を輻較 させた、conventionalで はあるが、極めて確然 とした地域の総合概念化の一

っの試みである。 「世界単位」は、紛れ もな く、世界を緩やかに"区 切 り野、地域性の成立の

過程 を探 る上でのglobalな 概念として提出された ものだが、その原初点 は東南アジアという一

地域 に密着 した経験か ら成立 した ものである。 したがって、今年度は、各研究分担者が、高谷

の提出 した 「世界単位」の概念を、それぞれ関わりの深い地域 と専門領域に引 き寄せ、批判 ・

検証 ・論考するための研究会を定期的にもち、他地域での妥当性を検討す ることを主な課題と

した。

3.平 成5年 度 の研究 経 過

4月4日 、第1回 研究会を開いた。高谷が スピーカーになって 「世界 と世界単位」と題 して

話題提供 し、研究協力者の前田成文が この議論を一歩進めた。これには荻野班(地 域と生態環

境)、 坪内班(地 域性の形成論理)か らの参加者 もあり、今後の研究の進め方についてのア ド

バイスもあった。

6.月26日 の第2回 研究会では、家島が 「海が創 る文明」にっいて話 した。当研究班で は、南

ア ジア(鷹 地)、 アフ リカ(掛 谷)、 イン ド洋(家 島)、 乾燥アジア(松 原)、 東南 アジァ

(阿部)と いう地域分けを しているが、家 島は担 当地区のイン ド洋を中心に、 「海が創 る文

明」なる概念を提示 した。イスラーム商人達が縫合船ダウを使 って、いかにアジア、アフリカ、

中東をっなぎ、ひとっの海の世界を創 ったかを論 じた。
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9月5日 の第3回 研究会では、阿部が 「森が創る文明」と題 して話 した。これは家島が取 り

上げた海の文明に対 して森の文明という概念を提出したのである。実際にとりあげた地域は東

南ア ジアであ った。熱帯多雨林 という暗 くて深い森が与えられた時、人々はそ こでどんな生業

を展開させ、どのように生活 し、またどのよ うな精神世界を作るのかを論 じた。森 という生態

が、そこに入った時、人間の心理 に与える影響を実験 してみるとい うことで、 この研究会は富

士山の樹海地帯に入 って行われた。

9月22日 に は福 岡 で 、 「ア ジ ア を ど う見 るか 自然 、 人 間 、 そ して 地 域 像 」 と題 して 、 総

括班主催の第1回 公開講座が開かれたが、そこで高谷は発表 し、班の研究成果の一端を披露 し

た。

10月23日 には、第4回 研究会を行 った。話題提供はゲス トとして迎えた前田成文氏で、 「っ

なぎを考える」とい うのがテーマであ った。地域を一っの地理的単位にしている力にはいろい

ろの ものがあると考え られる。例えば、中華思想 というもの も人々をっな ぐ力になりうるもの

だ し、キ リス ト教や仏教などという宗教 も力にな りうる。そ うした もの と比較 して、同氏は東

南アジアのそれは無数に連なる小さい輪の連鎖であるとして議論を展開 した。 この研究会は土

屋班(外 文明と内世界)と の合同研究会 とな った。

1月22日 には第5回 研究会を行ったが、この時は川喜田二郎氏を講師 として迎え、 「地域研

究とは何か」にっいて話 して もらった。 ここで出された考え方は、地域は 「いのち」のある生

き物であ る、とい うことであった。 こういう 「いのち」のある地域をいかに して把握 し、どの

ような手法で描写 しうるのかということが議論 された。KJ法 はこうい うことを考え る時、か

なり有効な手法であ るということを多 くの人が考えるよ うにな った。

2月4日 、5日 の両日にわたって、総括班主催の第2回 研究集会が催 された。そこでの総合

テーマは 「地域性の成立をあ ぐって」であったが、当研究班か らは鷹地、掛谷の両名を代表に

送 った。鷹地 は南イ ン ドを論 じ、 ここで は生態や生業 とい うものよ りもヒン ドゥーイズム と

いったイデオロギーが地域を特徴づけるのに意味があるとした。一方、掛谷 はアフ リカを論 じ、

そこでは極めて小 さな集団が一つの世界 を作 って いて、そ うした ものが無数に存在 し、動 き

回 っていると論 じた。 この研究集会ではイン ドのよ うないわゆる普遍論理を発明 した地域 と、

アフリカのような個別論理を持っ小社会が無数に存在 しているような地域とでは、地域を捉え

る手法その もの もまた別 なものでなければならないという結論が出た。 これは地球世界のなか

での地域を考えようとす る 「総合的地域研究」の立場か らす ると、一歩前進であった。

来る3月30日 には本年度最後の研究会を予定 している。予定 されているテーマは 「地域の概
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念」である。 ここでは鷹地が地理学において論 じられてきた地域の概念にっいての レビューを

行い、それを基に して、地域研究における地域の考え方について議論す る予定である。

文献 による研究、研究会での発表 ・討論などの他に、班員は文部省科学碩究費(国 際学術研

究)な どを得て、各 自に海外の実地調査を行った。高谷、慮地、家島、松原は地中海から中東

にかけてを調査 した。掛谷 はアフリカを、阿部は東南アジアをそれぞれに調査 した。

4.研 究 の成果 とフ ロ ンテ ィア

初年度でまず最初にや らねばな らなかった仕事 は 「地域」の概念の決定であった。r地 域」

という言葉によって、ある人は直径30km程 度の、いわゆる生活圏のよ うなものを想像 した し、

また別の人は もっと大 きな東南アジア地域などというものを考えた。逆に集落のような小 さい

ものを考える人 もいた。このなかで最初に行わなければな らなか ったことは 「地域」のスケー

ルに関 しての共通の認識を得ることであった。この点に関 しては、 この班では、東南 アジア地

域、イン ド地域といったスケールで議論を進めて行 くという確認をした。

その上で、班員がそれぞれに担当 した地域の性格を可能 な限り明確 にした。次のようなこと

が明 らかになった。

東南アジア(担 当:高 谷、阿部):東 南アジアは基本的に5つ の生態の上 に5種 の社会があ

るということを提示 した。山間盆地を中心 にした灌概水稲社会、デルタの新開拓空間、熱帯山

地の焼畑社会、多島海の海民の社会、それにジャワ火山島の高密度社会である。 これ らはそれ

ぞれに極あてよ くまとまりのある社会、文化、生態力学系を作 っているので、それ らを5っ の

小地域だとして、それぞれを世界単位と命名 した。世界単位 は同時に、そ こでは人 々が世界観

を共有す る"彼 等の世界野で もあるとした。そして、 こうした見方での分析を地域研究のひと

っの手法 としてはどうか という提案を行 った。

アフ リカ(担 当:掛 谷):広 大す ぎるアフリカを一つの地域とするのではな く、熱帯アフリ

カを一っの地域 としてみようとい うことが確認された。そ して、 この地域の中に、東南アジァ

でいうところの世界単位のような ものが提示可能か否かがとわれた。結果 は今のところ、否定

的である。アフリカで は多 くの人たちは極めて小 さい集団を作 っているので、"彼 等の世界"

というもあを考えようとす る時、その単位は極めて小 さい ものであらねばな らず、 したがって、

世界単位は極端に小さい ものにならざるをえないとい うことにな った。加えて、この集団は移

動を繰 り返 している。 こうなると、世界単位の地理的範囲を決定することは極めて困難である、

ということである。
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イン ド(担 当:鷹 地):イ ン ドで はそれを区分す ることが不可能であるということになった。

東南 アジアの場合だと、地域は5つ の世界単位 に分割で きたのであ る。だが、イン ド地域はそ

れ自体が一っの世界単位であるということになった。イ ン ドにも多様な生態があり、それに応

じた生業がある。多数の言語があ り、それに応 じた州がで きている。に もかかわらず、イン ド

の分割 は困難である、というのである。 ここではイン ドらしさを最 も強 く出 しているのはヒン

ドゥーイズムであ り、カース トの観念であるとい うのである。イン ドで主張された ことは、地

域というものは生態や文化ではな く、 もっと高次のイデオ ロギーである、ということになった。

そ して、それに見合 うものとして中国が引き合いに出された。

イ ン ド洋(担 当:家 島):こ こでは、いわゆる地域 というような ものが根本的に問い直され

ねばな らないような問題が提示 されている。イン ド洋その ものは生活の場にはならないのであ

る。だが、 ここはダウ船によって結び合わされた、アフ リカからアラビア、ペルシャ、イ ンド、

それに東南アジアの海岸が一っのイ ンド洋世界とで もいったものを作 っている。それは人とモ

ノと情報が往 き交 うネッ トワークによって作 られた世界である。地域という言葉が与え る土着

性や固有性 というひびきにまどわされてはならないことをはっきりさせた。 もっと、関係の中

に作 られる世界とで もいった視点の重要性を指摘 した。

トル コ(担 当:松 原):ま だ正式な発表はされていないが、この地域ではいろいろの ものが

重層的に考えられ るはずである。 トルコ族の持っ牧畜という生業、イスタンブールという港町

の持っ交易性、それにここにはイスラームとい う大きなイデオロギーが覆いかぶさっている。

この重層構造の存在までは班員は認識 しているが、松原 自身による整理はまだ聞かされていな

い。

以上が、 とりあえずは各地区の性格を明 らかにしてみよう、という段階で出てきた研究結果

である。各地区の性格はある程度明 らか になった と考え られ る。

ただ、当初か ら考え られていた 「東南アジアで考えてみた世界単位 という概念の適用は可能

なのか否か」ということに関 してはまだ、結論 は出ていない。否定的な意見 も出ているし、多

少の変更を加えて適用可能であるとい う意見 も出ている。

5.今 後 の課 題

この班のね らいの一っ は、どのようにした ら正 しい世界認識を得ることがで きるのか、とい

うことである。そのための、一つの具体的な分析単位として世界単位なるものを提唱 してみた

のである。そ して、それの当否 は上に述べたような状況になっている。
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この段階において、問題の解決に役立っか もしれないということで提案 されているものは、

この地球上には類型を異 にす る3種 の世界単位群があるのではないかということである。それ

は仮に生態型世界単位、ネッ トワーク型世界単位、文明型世界単位 というふ うに言 って もよい

か も知れない。

この地球は基本的には4っ の大 きな生態か らな っている。第一は砂漠と草原が作る乾燥帯で

ある。第二は赤道直下と寒帯、亜寒帯にある森林である。第三は中国やイン ドのような野の空

間である。第四は海である。第一の乾燥帯や第四の海は、大入口はそこでは住みえないが、人

やモノや情報の動 き回る空間である。家島がイン ド洋で議論 したような世界である。そ うい う

所ではネ ットワー ク型の世界単位 とい うようなものが考えられないだろうか、 ということであ

る。第二の森林世界はまさに森林という生態の生 きている空間であ り、そういう所で、いわゆ

る東南アジアでい う世界単位が出てきているのである。 これを生態型世界単位と して考えてみ

てはどうか、 とい うことである。第三の野の世界はイ ンドのように大人口に盗れ、人々が作り

だ したイデオ ロギーが人々を縛 っている空間である。 これはまた別の類型、文明型世界単位 と

して、別途考えてみた らどうだろ うか、 とい う考え方である。

こういう考え方で、とりあえず世界を生態によって大きく区切 ってみて、その後で地域をそ

れぞれ独 自の世界単位 にくくりなお し、 もう一度考え直 してみる。このよ うなことを今後試み

てはどうかと考えているところである。
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平 凡 社 。

掛 谷 誠
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会,pp.96-112,1993.

「国 際 交 易 ネ ッ ト ワー ク 」rパ ク ス ・イ ス ラ ミカ の 世 紀 新 書 イ ス ラ ー ム の 世 界 史 ② 』 講 談 社 現 代 新 書 ,

pp.227-259,1993.

「イ ン ド洋 貿 易 」 川 北 稔 編r歴 史 学 事 典 第1巻(交 換 と消 費)』 弘 文 堂 ,pp.37-44,1994.
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国 語 大 学 ア ジア ・ア フ リカ 言 語 文 化 研 究 所,pp.130-160,1994.

「人 間動 態 と情報 に関 する総 合的 研究 一問題 提 起」 家島 彦一 編 『イ ス ラム圏 に お け る異 文化 接触 の

メ カ ニ ズ ム 』 東 京 外 国 語 大 学 ア ジ ア ・ア フ リカ 言 語 文 化 研 究 所,pp.5-12,1994.
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